








要約: 1993 年 8 月から 1995 年 12 月まで,徳島県およぴ香川県で出生した新生児のうち保

護者からウィルソン病スクリーニング検査の同意が得られた新生児 34,974 名を対象とし

て,新生児ウィルソン病マス・スクリーニング検査のパイロット・スタデイを行った。初

回検査の陽性者は,233 名(0.67%)であった。このうち 134 名に再採血検査を行い,17 名が

カット・オフ値以下であった。ついで,17 名中 10 名に再々採血検査を行ったが全例カッ

ト・オフ値以上であり, ウイルソン病患者は見出されなっかた。また,初回検査時にはカ

ット・オフ値以上であったが,他のマス・スクリーニング検査での再検査時にカット・オ

フ値以下となった例が 13 例あった。このうち 5例は,その後の検査でカット・オフ値以上

となったが,他の 8 例に関してはこれらの中にウイルソン病患者が含まれている可能性も

否定できないため,今後経過観察を続けていくことが必要と考えられた。初回検査時に正

常と判定された中に再検査時にカット・オフ値以下となる例のあることを考えると,新生

児期の活性型セルロプラスミン濃度は変動が大きく,マス・スクリーニングとしては新生

児を対象とするよりも活性型セルロプラスミン濃度が安定する年齢を対象とするのが良い

のではないかと考えられた。


